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平成27年（2015年）３月１日現在
前月比

人口 …… 85,574人 （＋３人）
男  …… 44,396人 （－９人）
女  …… 41,178人 （＋12人）
世帯 …… 37,204世帯 （＋28世帯）

ポイ捨てを　やめてきれいな　まちづくり

第５次八潮市総合計画（素案）を策定 …… ２

３４月から保育料が変わります
／介護保険制度改正のお知らせ

４平成27年度市の予算をお知らせ…………

…………

５施政方針および市政の執行状況 …………

12
「埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦」に『元祖
八潮焼そば』が出場／文芸特集作品募集
／いきいきやしお写真館

おしらせHOTコーナー
案内・催し・募集 ６～９………………　　

「日本一ゴミの少ないまち、やしおを目指して」啓発標語

市の人口と世帯数 今月の主な内容

　

次
の
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し

て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
上
部
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）版

http://840m
ail.jp

携
帯
電
話
版

http://840m
ail.jp/m

　市では、市政情報や緊急情報をメールで配信する
「やしお８４０メール配信サービス」を行っています。

物広聴広報課☎奮４２３

　

３
月
８
日
か
ら
29
日
ま
で
、
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
、

「
花
桃
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
イ
ベ
ン
ト
は
、21
日
、22
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ
、桃
色
（
ピ

ン
ク
）
で
全
員
集
合
、
盆
踊
り
唄
コ
ン
テ
ス
ト
、
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
、

花
桃
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
が
行
わ
れ
、
春
の
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
は
、
約
２
万
４
０
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

 

物
商
工
観
光
課
☎
奮
２
０
２

　

高
齢
者
な
ど
を
ね
ら
っ
た
現
金
手
渡

し
詐
欺
や
、
保
険
の
還か

ん

付ぷ

金き
ん

詐
欺
が
増

え
て
い
ま
す
。
自
分
一
人
で
判
断
せ
ず

に
家
族
や
警
察
、
市
役
所
な
ど
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

や
し
お
８
４
０
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
専
用
サ
イ
ト

配
信
カ
テ
ゴ
リ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の

登
録

ツ
イ
ッ
タ
ー
・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
の
連
動

●
災
害
・
防
犯
・
防
災
情
報

●
健
康
・
医
療
情
報

●
市
政
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
子
育
て
情
報

※
緊
急
情
報
な
ど
は
、
カ
テ
ゴ
リ

に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
登
録
者

へ
送
信
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

登
録
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

メ
ー
ル
の
受
信
や
サ
イ
ト
に
ア
ク

セ
ス
す
る
際
に
か
か
る
通
信
料
は

利
用
者
の
負
担
で
す
。

　
「
や
し
お
８
４
０
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
」
で
配
信
さ
れ
た
情
報

は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
お
よ
び
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
へ
も
同
時
に
配
信
さ
れ

ま
す
。

　

併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
は
配
信
専
用
で
す
。
市
か
ら
の

フ
ォ
ロ
ー
、
コ
メ
ン
ト
へ
の
返
信

な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

詐詐
ササ

欺欺
ギギ

に注意に注意
しましょうしましょう

やしお８４0メール配信サービスに
ご登録ください

第
10
回
川
の
駅
・
中
川
や
し
お
花
桃
ま
つ
り

花
桃
あ
ざ
や
か
首
都
圏
桃
源
郷

花
桃
あ
ざ
や
か
首
都
圏
桃
源
郷

花桃の木の下でひとやすみ

皆さんとハッピーこまちゃん催し物を楽しむ皆さん
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市
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
37
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
５
次
八
潮
市
総
合
計
画
」
の
策
定
を
八
潮
市
振
興
計
画
審
議
会
に
諮は

か

り
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
第
５
次
八
潮
市
総
合
計
画
（
素
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

　

物
企
画
経
営
課
☎
奮
４
７
６

総
合
計
画
と
は

総
合
計
画
と
は

　

市
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行

政
運
営
を
図
る
う
え
で
の
最
上
位

の
計
画
で
す
。

総
合
計
画
の
構
成

総
合
計
画
の
構
成

○
基
本
構
想　

市
の
行
政
運
営
の

指
針
を
示
し
た
も
の
で
、「
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
」「
将
来
都

市
像
」「
分
野
別
将
来
目
標
」
な

ど
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

○
基
本
計
画　

基
本
構
想
に
基
づ

き
、
施
策
の
あ
り
方
や
内
容
を
示

し
た
も
の
で
あ
り
、「
教
育
文
化

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
健
康
福
祉

・
子
育
て
」「
防
災
・
防
犯
・
消

防
・
救
急
」
な
ど
の
６
つ
の
分
野

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
・
経
済
環
境
の
変

化
な
ど
へ
の
的
確
な
対
応
を
図
る

た
め
、
原
則
と
し
て
平
成
32
年
度

に
点
検
し
、
平
成
33
年
度
に
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

○
実
施
計
画　

第
５
次
八
潮
市
総

合
計
画
基
本
計
画
で
示
し
た
施
策

の
方
向
に
沿
っ
て
、
具
体
的
な
事

業
や
事
業
の
年
次
計
画
を
定
め
た

も
の
で
す
。

　

計
画
期
間
は
３
年
間
で
、
社
会

情
勢
の
変
化
や
計
画
と
実
績
の
差

異
な
ど
に
対
応
し
、
計
画
の
実
行

性
を
確
保
す
る
た
め
、
毎
年
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

総
合
計
画
の
構
成
図

総
合
計
画
の
構
成
図

　

総
合
計
画
の
構
成
は
、
下
の
図

の
と
お
り
で
す
。

※基本計画第 6章「新公共経営」は、すべての施策に共通する土台の部分となるため、一番下に掲載されています。

総合計画の構成図

基
　
本
　
構
　
想

まちづくりの基本理念

将　来　都　市　像

分　野　別　将　来　目　標
健康福祉・子育て

共生・協働 安全・安心

教育文化・コミュニティ

産業経済・観光 都市基盤・環境

防災・防犯・消防・救急

新公共経営

住みやすさナンバー１のまち　八潮

基
　
本
　
計
　
画

第１章　教育文化・コミュニティ
～学びとつながりを大切にするまち～

第１節 生涯にわたり楽しく学べ
る環境づくり（生涯学習）

第２節 次代を担う人づくり
（幼児教育・学校教育）

第３節 心豊かな青少年を育む環
境づくり（青少年育成）

第４節 社会の要請に応えた教育
の環境づくり（社会教育）

第５節 人権を尊重する社会づく
り（人権教育）

第６節 平和な社会づくり（平和）

第７節 個性あふれる豊かな市民
文化づくり（市民文化）

第８節
ふれあいと連帯感にみち
た地域社会づくり
（コミュニティ）

第９節 男女がともに育む社会づ
くり（男女共同参画社会）

第２章　健康福祉・子育て
～誰もがいきいきと暮らせるまち～

第１節 ともに支え合う、心豊か
な健康づくり（健康・保健）

第２節 いのちを守る医療体制づ
くり（医療）

第３節
誰もが安心して生活でき
る社会づくり（医療保険
・国民年金）

第５節
互いに支え合い誰もが安
心して暮らせる社会づく
り（地域福祉・生活福祉）

第６節
安心して暮らせ活躍でき
る長寿社会づくり（高齢
者福祉・介護）

第７節
障がい者の安心を支える
社会づくり（障がい者（児）
福祉）

第５節 交通事故のない安全で安
心なまちづくり（交通安全）

第６節 安全・安心で豊かな消費
生活づくり（消費者保護）

第８節
全ての子どもの幸せづく
り（児童福祉・ひとり親
家庭福祉）

第４節
スポーツ・レクリエーシ
ョンに親しめる環境づく
り（スポーツ・レクリエーション）

第３章　防災・防犯・消防・救急
～誰もが安全で安心して暮らせるまち～

第１節 災害に強いまちづくり
（防災・減災）

第２節 危機に備えた体制づくり
（危機管理）

第３節 犯罪のない安全で安心な
まちづくり（防犯）

第４節 市民を守るまちづくり
（消防・救急）

第６章　新公共経営
～協働で経営する自主・自律のまち～

第３節
健全で計画的・効率的な
行政の体制づくり
（行財政運営）

第４節
公共施設資産の管理体制
づくり（アセットマネジ
メント）

第２節 市民に開かれたまちづく
り（情報共有）第１節 市民との協働によるまち

づくり（協働・自治の推進） 第５節 広域的な連携体制づくり
（広域行政）

第４章　産業経済・観光
～地域の特性を活かした　　　　　
　　　にぎわいと活力のあるまち～

第１節 環境にやさしい魅力ある
都市型農業づくり（農業）

第２節 魅力あふれる商業づくり
（商業・サービス業）

第３節 活力ある工業づくり
（工業）

第４節 水と花にふれあう観光づ
くり（観光）

第５節 いきいきと働ける就業環
境づくり（労働）

第５章　都市基盤・環境
～快適でやすらぎと潤いのあるまち～

第１節 自然と調和した都市空間
づくり（土地利用）

第２節 快適で住みやすい市街地
づくり（市街地形成）

第３節 快適で便利な道路・交通
網づくり（道路・交通）

第４節 水と緑ゆたかな都市景観
づくり（景観、公園・緑地）

第５節 安全な水を供給する体制
づくり（上水道）

第６節 治水と水循環によるまち
づくり（治水・下水道）

第７節 安全で良質な住環境づく
り（住宅・住環境）

第８節 環境にやさしいまちづく
り（環境保全）

第９節 清潔できれいなまちづく
り（環境衛生）

1 ．計画（素案）の公表
　市ホームページ、市役所（８４０情報資料コーナー）、駅前出張所、
八幡図書館、八條図書館、資料館、ゆまにて、文化スポーツセンタ
ー、エイトアリーナ、八潮メセナ、やしお生涯楽習館および保健セ
ンターでご覧になれます。
　また、企画経営課で貸し出しを行います。

2 ．募集期間
5 月17日まで（必着）

3 ．対象者
▼市内に住所を有する方
▼市内に事務所または事業所を有する個人および法人その他の団体
▼市内の事務所または事業所に勤務する方
▼市内の学校に在学する方
▼第 5次八潮市総合計画（素案）に利害関係を有する方

4 ．提出方法
　「第 5次八潮市総合計画（素案）に対する意見」と明記（メール
の場合は件名に）し、住所、氏名を記入のうえ、窓口、郵送、ファ
クスまたは電子メール（m-kikaku@city.yashio.lg.jp）で企画経営
課へ

5 ．意見の公表
　提出された意見などは、市の考え方を付して内容を公表します（住
所・氏名は公表しません）。類似の意見はまとめて公表することが
あります。また、意見に対する個別回答はしませんので、ご了承く
ださい。

　第 5次八潮市総合計画（素案）の概要について説明会を開催します。

第
５
次
八
潮
市
総
合
計
画（
素
案
）を
策
定

第5次八潮市総合計画（素案）の説明会を開催第5次八潮市総合計画（素案）の説明会を開催 「第 5次八潮市総合計画（素案）」に対する意見募集

腹 4 月21日㈫　午後 7時～
複八條公民館大ホール

第１回

第２回
腹 4 月22日㈬　午後 7時～
複八潮メセナ集会室

第３回
腹 4 月24日㈮　午後 7時～
複ゆまにて会議室兼研修室　

第４回
腹 4 月26日㈰　午後 2時～
複八潮メセナ・アネックス多目的ホール（駐車場・駐輪場はありません
ので、公共交通機関をご利用ください）
※各回とも内容は同じで、事前の申し込みは不要です。
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平
成
27
年
度
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
施
行
に
伴
い
保
育
料
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
は
、
現
在
の
11
カ
所
の
施
設
に
、
新
た

に
３
カ
所
の
保
育
所
と
１
カ
所
の
認
定
こ
ど
も
園
を
加
え
た
15
カ
所
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
以
降
の
介
護
保
険
制
度
の
主
な
変
更
点
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、「
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
を
続

け
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
と
「
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め

の
費
用
負
担
の
公
平
化
」
な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
改
正

●
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
新
規
入

所
者
を
原
則
、
要
介
護
３
以
上
に

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
に
新
規
に

入
所
で
き
る
の
は
、
原
則
と
し
て
、

要
介
護
３
以
上
の
方
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
既
に
入
所
し
て
い
る
方

に
は
、
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
要
介
護
１
・
２
の
方
も
定
め
ら

れ
た
要
件
を
満
た
せ
ば
、
入
所
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
８
月
か
ら
の
改
正

●
一
定
所
得
以
上
の
方
は
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
の
自
己

負
担
が
２
割
に　

本
人
の
合
計
所

得
金
額
160
万
円
以
上
の
方
が
２
割

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
収
入
と
そ
の
他

の
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が
単
身

で
280
万
円
未
満
、
65
歳
以
上
の
方

が
２
人
以
上
い
る
世
帯
で
346
万
円

未
満
の
方
は
１
割
負
担
の
ま
ま
と

な
り
ま
す
。

※
利
用
者
の
負
担
割
合
を
示
す
負

担
割
合
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

●
低
所
得
の
施
設
利
用
者
の
食
費

・
居
住
費
へ
の
補
助
の
要
件
を
変

更　

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
居
住
費
と

食
費
は
、
所
得
の
低
い
方
に
対
し

て
は
自
己
負
担
の
上
限
額
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
低
所
得
者
と
な
る
条
件
が
変
更

さ
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す

場
合
は
、
そ
の
対
象
と
な
り
ま
せ

　

施
設
を
利
用
す
る
場
合
の
保
育

料
は
、
所
得
に
応
じ
た
負
担
を
基

本
と
し
て
、
国
が
定
め
る
水
準
を

上
限
と
し
て
、
市
が
設
定
し
ま
す
。 

　

保
育
料
は
、
３
つ
の
認
定
区
分

（
１
号
〜
３
号
認
定
）
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
２
号
認
定
お
よ
び
３
号

認
定
に
係
る
保
育
料
は
、
従
前
の

所
得
税
額
で
の
保
育
料
計
算
か
ら
、

市
民
税
所
得
割
額
で
の
保
育
料
計

算
に
変
更
と
な
り
ま
す
が
、
現
在

の
保
育
料
負
担
水
準
を
踏
ま
え
て

料
金
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
保
育
料
が
変
わ
り
ま
す

保　

育　

料

保育料の注意事項
※第 1子の保育料となります。
※兄弟姉妹で保育所や認定こども園、幼稚園、家庭的保育事業に通所している
場合の第 2子は上記金額の 2分の 1の額、第 3子は階層区分に関わらず無料で
す（ 1号認定の保育料については、小学校 1年生から 3年生までの在籍児童が
いる場合も計算の対象）。

介
護
保
険
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

ん
。

▼
預
貯
金
な
ど
が
単
身
で
１
０
０

０
万
円
を
超
え
、
夫
婦
で
２
０
０

０
万
円
を
超
え
る
場
合

▼
世
帯
分
離
し
て
い
る
配
偶
者
の

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合

※
平
成
28
年
８
月
か
ら
は
、
非
課

税
年
金
（
遺
族
年
金
、障
害
年
金
）

も
収
入
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

●
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
一
部

の
上
限
額
が
新
設　

医
療
保
険
制

度
に
お
け
る
現
役
並
み
所
得
者
に

相
当
す
る
方
に
つ
い
て
、
利
用
者

負
担
段
階
お
よ
び
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
自
己
負
担
の
限
度
額
が

新
設
さ
れ
ま
す
。

●
70
歳
未
満
の
方
の
高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
制
度
の
限
度
額
が

変
更　

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

限
度
額
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
１

月
か
ら
70
歳
未
満
の
所
得
区
分
が

細
分
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
高

額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
の

限
度
額
も
変
更
さ
れ
ま
す
。

●保育所・認定こども園一覧
保育所・認定こども園 所在地 保育時間

保
育
所
（
公
立
）

八条保育所 八條1567

平　日：午前 7時30分～午後 6時30分
土曜日：午前 7時30分～午後 2時

伊草保育所 伊草372
中馬場保育所 中央 3－29－17
大曽根保育所 大曽根1518
古新田保育所 古新田10

南川崎保育所 南川崎207－ 1 平　日：午前 7時～午後 7時
土曜日：午前 7時30分～午後 2時

駅前保育所（公設民営） 大瀬 1－ 1－ 1 平　日：午前 7時～午後 7時
土曜日：午前 7時30分～午後 6時30分

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
私
立
）

八潮ひまわり保育園 中央 1－15－ 5 平　日：午前 7時～午後 7時
土曜日：午前 7時30分～午後 3時

やしお花桃保育園 二丁目1067－ 1
平　日：午前 7時30分～午後 7時30分
土曜日：午前 7時30分～午後 6時30分けやきの森保育園やしお 垳161－ 1

八潮かえで保育園 大瀬 2－ 1－ 8
やしおエンゼル保育園 八潮 4－ 4－ 6

平　日：午前 7時～午後 7時
土曜日：午前 7時30分～午後 6時30分

しおどめ保育園八潮駅北 木曽根438－ 1
八潮なないろ保育園 二丁目948－ 1
認定こども園しおどめの森 木曽根1063

※中央保育所は、平成27年 4 月から休所します。

物
子
育
て
支
援
課
☎
奮
３
１
４

物
長
寿
介
護
課
☎
奮
４
４
３

階層区分 定　義 保育料（月額）
Ａ 生活保護世帯 0円

Ｂ 市民税非課税または所得割非課税 3,000円

Ｃ 市民税所得割77,100円以下 16,000円

Ｄ 市民税所得割77,101円～ 211,200円以下 20,000円

Ｅ 市民税所得割211,201円～ 23,500円

● 1号認定の保育料（満 3歳以上の教育希望）

● 2号認定（満 3歳以上）・ 3号認定（満 3歳未満）の保育料（保育希望）
階層区分 定　義 2号認定・保育料（月額） 3号認定・保育料（月額）

標準時間（11時間） 短時間（ 8時間） 標準時間（11時間） 短時間（ 8時間）
Ａ 生活保護世帯 0円 0円 0円 0円
Ｂ 市民税非課税 5,000円 4,900円 6,000円 5,800円

Ｃ－ 1 市民税均等割 11,000円 10,800円 13,000円 12,700円
Ｃ－ 2 市民税所得割 30,000円未満 14,000円 13,700円 16,000円 15,700円
Ｄ－ 1 市民税所得割 30,000円～ 65,000円未満 16,000円 15,700円 18,000円 17,600円
Ｄ－ 2 市民税所得割 65,000円～ 105,000円未満 24,000円 23,500円 27,000円 26,500円
Ｄ－ 3 市民税所得割105,000円～ 140,000円未満 31,000円 30,400円 38,000円 37,300円
Ｄ－ 4 市民税所得割140,000円～ 190,000円未満 31,000円 30,400円 44,000円 43,200円
Ｄ－ 5 市民税所得割190,000円～ 265,000円未満 34,000円 33,400円 55,000円 54,000円
Ｄ－ 6 市民税所得割265,000円～ 380,000円未満 34,000円 33,400円 56,000円 55,000円
Ｄ－ 7 市民税所得割380,000円～ 34,000円 33,400円 60,000円 58,900円
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平
成
27
年
度
当
初
予
算
は
、
市
民
と
の
共
生
・
協
働
の
理
念
の
も
と
、
住
み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま
ち
を
目
指
し
、
こ
ど
も
医
療
費

の
支
給
拡
充
な
ど
の
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
社
会
資
本
の
整
備
、
計
画
的
に
進
め
て
い
る
小
学
校
耐
震
補
強

・
大
規
模
改
修
事
業
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
の
防
犯
・
防
災
事
業
の
推
進
な
ど
を
中
心
に
編
成
し
ま
し
た
。

　

編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
、「
選
択
と
集
中
」
と
い
う
視
点
で
、
事
業
の
必
要
性

・
優
先
度
や
事
業
効
果
な
ど
を
徹
底
的
に
検
証
し
ま
し
た
。 

  

物
財
政
課
☎
奮
３
０
６  

※詳しい内容や予算書の全ページ（ＰＤＦファイル）は、市ホームペ
ージをご覧ください。

市
の
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
予
算
は

一
般
会
計
予
算
は
291291
億
円
億
円（
前
年
度
比

（
前
年
度
比
2525
億
７
千
万
円
の
増
）

億
７
千
万
円
の
増
）

平
成
27
年
度

（単位：千円、％）

　年度　

会計区分

平成27年度
予　算　額
Ａ

平成26年度
予　算　額
Ｂ

対前年度比

増減額
Ｃ（Ａ－Ｂ）

増減率
Ｃ／Ｂ
×100

一般会計（ア） 29,100,000 26,530,000 2,570,000 9.7

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 11,788,586 10,048,364 1,740,222 17.3

公 共 下 水 道 3,648,000 3,657,000 △ 9,000 △ 0.2

稲 荷 伊 草 第 二
土 地 区 画 整 理 260,500 190,500 70,000 36.7

鶴ヶ曽根・二丁目
土 地 区 画 整 理 133,400 107,450 25,950 24.2

大 瀬 古 新 田
土 地 区 画 整 理 484,800 464,300 20,500 4.4

西 袋 上 馬 場
土 地 区 画 整 理 715,100 709,100 6,000 0.8

南部東一体型特定
土 地 区 画 整 理 1,856,900 1,526,000 330,900 21.7

介 護 保 険 4,085,749 4,327,937 △ 242,188 △ 5.6

後期高齢者医療 720,724 681,134 39,590 5.8

計　（イ） 23,693,759 21,711,785 1,981,974 9.1

上水道事業会計
（企業会計）(ウ) 3,168,793 3,476,416 △ 307,623 △ 8.8

合計（ ア＋イ＋ウ ） 55,962,552 51,718,201 4,244,351 8.2

歳　入
291億円

市税
52.1％
151億
6,563万
9千円

民生費
38.3％
111億
5,189万
9千円

土木費　15.7％
45億6,870万4千円

教育費　12.6％
36億7,701万4千円

公債費　10.9％
31億6,932万9千円

総務費　8.9％
25億8,848万3千円

衛生費　7.0％
20億2,231万円

議会費　1.0％
2億7,620万4千円

商工費　1.5％
4億3,837万8千円

消防費　3.5％
10億2,180万9千円

歳　出
291億円

国庫支出金　16.5％
48億999万2千円

市債　8.7％
25億3,440万円

諸収入　6.7％
19億4,411万4千円

地方消費税交付金　4.8％
14億円

県支出金　4.7％
13億8,024万8千円

繰越金　1.7％
5億円

分担金及び負担金　1.2％
3億5,264万8千円

繰入金　1.1％
3億453万3千円

その他　2.5％　7億842万6千円
使用料及び手数料　　1億7,658万5千円
地方交付税　　　　　1億5,000万円
地方譲与税　　　　　1億4,700万円
地方特例交付金　　　　　8,000万円
配当割交付金　　　　　　5,200万円
自動車取得税交付金　　　3,800万円
株式等譲渡所得割交付金　2,000万円
利子割交付金　　　　　　1,700万円
交通安全対策特別交付金　1,450万円
財産収入　　　　　　　　1,333万9千円
寄附金　　　　　　　　　　　　　2千円

その他　0.6％　1億8,587万円
農林水産業費　　6,751万3千円
労働費　　　　　5,745万6千円
予備費　　　　　5,000万円
諸支出金　　　　1,090万1千円

かいてき：新時代を支える都市の形成１
①　土地区画整理事業の推進 1,952,738千円
②　空家対策の推進 4,364千円
③　歩道の段差解消 6,167千円
④　道路施設の長寿命化 56,268千円
⑤　橋りょうの安全確保 39,831千円
⑥　水路整備事業の推進 83,765千円
⑦　排水機場のポンプの更新 113,400千円
⑧　公共下水道事業の推進 1,000,000千円

ふれあい：明るく生きがいにみちた社会の形成３
①　町会自治会の支援 6,704千円
②　こども医療費の支給拡充 298,135千円
③　保育施設の充実 811,303千円
④　高齢者福祉施設の充実 6,632千円
⑤　障がい者福祉施設の充実 8,041千円
⑥　がん検診の充実 46,999千円
⑦　臨時給付金の支給 212,378千円

はぐくみ：明日の八潮を担う人づくり環境の形成５
①　幼稚園就園奨励事業 160,095千円
②　教育内容の充実 1,114千円
③　校舎などの耐震補強・大規模改修工事の実施 1,584,339千円
④　民俗芸能などへの活動支援 1,938千円
⑤　市民文化会館の充実 142,452千円
⑥　男女共同参画の促進 2,658千円

やすらぎ：心やすらぐ安全な生活環境の形成２
①　公園などの改修 21,555千円
②　葛西用水の親水化整備（第 7期） 29,500千円
③　市営住宅の充実 77,577千円
④　リサイクルプラザ周辺環境整備の充実 41,273千円
⑤　ごみの資源化・減量化の推進 2,689千円
⑥　救急救助体制の充実 1,570千円
⑦　防災体制の充実 88,382千円
⑧　防犯体制の推進 8,934千円

ちから：活気あふれる産業の形成４
①　中小企業資金融資事業の充実 315,853千円
②　工業振興事業の充実 10,000千円
③　農業経営基盤の整備 2,500千円
④　観光の振興 1,500千円

すいしん：市民に開かれた計画的な行政推進体制の形成６
①　協働のまちづくりの推進 200千円
②　計画行政の推進 13,215千円
③　庁舎別館などの耐震診断の実施 5,026千円
④　アセットマネジメントの導入 13,392千円

一般会計の歳入・歳出予算

一般会計予算の主な事業（※第４次八潮市総合計画の６つの分野別の柱）

平成27年度会計別予算総括表



八潮市役所　☎048-996-2111

No.773広報 平成27年（2015年）4月10日（5）

　

平
成
27
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら
20
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
長
が
開
会
初
日
に
施
政
方
針
と
前
定
例
会
以
降
の
市
政
執
行
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
を
市
基
本
構
想
の
６
本
の
柱
に
分
類
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
一
部
抜
粋
。
全
文
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

物
企
画
経
営
課
☎
奮
８
８
５

施
政
方
針

施
政
方
針

　

平
成
27
年
度
の
本
市
の
財
政
運

営
の
見
通
し
は
、
歳
入
に
お
い
て

は
、
法
人
市
民
税
で
減
少
が
見
込

ま
れ
る
も
の
の
、
個
人
市
民
税
な

ど
で
増
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

市
税
全
体
で
は
、
若
干
の
増
額
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
人
件
費
お

よ
び
公
債
費
で
減
額
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
扶
助
費
で
は
、
支
給

年
齢
拡
大
に
伴
う
こ
ど
も
医
療
費

の
増
額
が
見
込
ま
れ
、
各
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
に
つ
い
て
も
、
一

般
財
源
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
当
初

予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効
率
的

に
活
用
す
る
た
め「
選
択
と
集
中
」

と
い
う
視
点
で
事
業
の
必
要
性
・

優
先
度
・
効
果
・
経
費
の
内
容
な

ど
を
徹
底
的
に
検
証
し
、
事
業
の

厳
選
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

市
政
の
執
行
状
況

市
政
の
執
行
状
況

１ 

か
い
て
き

新
時
代
を
支
え
る

 

都
市
の
形
成

▼
「
地
下
鉄
８
号
線
建
設
促
進
並

び
に
誘
致
期
成
同
盟
会
」
で
、
１

月
14
日
に
茨
城
県
知
事
、
２
月
９

市
と
八
潮
市
と
の
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
。

群馬県みどり市との災害時における
相互応援に関する協定締結式

▼
１
月
28
日
、
東
埼
玉
資
源
環
境

組
合
が
運
営
す
る
第
二
工
場
し
尿

処
理
施
設
の
建
替
え
に
伴
い
、（
仮

称
）
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整

備
計
画
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
。

▼
１
月
29
日
、
平
成
23
年
度
分
か

ら
25
年
度
分
の
放
射
線
対
策
費
用

か
ら
、
放
射
線
対
策
の
た
め
の
交

付
税
な
ど
を
除
い
た
額
、
５
８
３

６
万
９
１
９
６
円
を
、
東
京
電
力

株
式
会
社
に
請
求
。

▼
２
月
22
日
、
八
潮
市
消
費
生
活

展
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
消
費
活

動
の
啓
発
を
実
施
。

▼
昨
年
１
年
間
の
火
災
発
生
件
数

は
28
件
で
、
平
成
25
年
と
比
較
し
、

15
件
の
増
加
。

▼
昨
年
１
年
間
の
救
急
出
場
件
数

は
、
３
７
５
８
件
で
、
平
成
25
年

と
比
較
し
、
19
件
の
減
少
。

▼
１
月
30
日
、
消
防
の
広
域
化
に

つ
い
て
、
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
、

広
域
化
後
の
円
滑
な
運
営
を
確
保

す
る
た
め
の
計
画
と
し
て
、
広
域

消
防
運
営
計
画
を
策
定
。

３ 

ふ
れ
あ
い

明
る
く
生
き
が
い
に

 

み
ち
た
社
会
の
形
成

▼
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
の
４

日
間
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

活
用
し
た
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習

会
」
を
開
催
。

▼
１
月
10
日
か
ら
２
月
７
日
ま
で

の
間
、
５
回
に
わ
た
っ
て
、「
市

民
後
見
人
養
成
講
座
（
基
礎
課

程
）
」
を
開
催
。

▼
１
月
23
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
寿
楽
荘
で
、「
平
成
26
年
度
寿

大
学
校
」
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

男
性
６
人
、
女
性
23
人
の
合
計
29

人
が
卒
業
。

▼
１
月
23
日
、
県
の
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
糖
尿
病
性
腎
症
の
重
症
化

リ
ス
ク
が
あ
る
方
236
人
に
対
し
、

医
療
機
関
へ
の
受
診
の
勧
奨
を
通

知
。

▼
１
月
30
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

生
活
習
慣
病
予
防
講
座
を
、
２
月

５
日
、
マ
マ
の
こ
こ
ろ
の
健
康
講

座
を
、
１
月
13
日
お
よ
び
２
月
26

日
、
介
護
予
防
講
演
会
を
開
催
。

４ 

ち
か
ら

活
気
あ
ふ
れ
る

 

産
業
の
形
成

▼
１
月
13
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
第
40
回
八
潮
市
農
業
祭
」
に
出

品
さ
れ
た
優
秀
な
農
産
物
な
ど
の

生
産
者
を
表
彰
。

▼
１
月
27
日
、
平
成
26
年
度
の
八

潮
市
優
良
技
術
者
・
技
能
者
２
人

を
表
彰
。

▼
２
月
10
日
、
一
店
逸
品
運
動
の

参
加
事
業
者
を
対
象
に
、
専
門
家

に
よ
る
店
舗
診
断
を
実
施
。

▼
２
月
22
日
、
や
し
お
生
涯
楽
習

館
で
、「
第
24
回
八
潮
市
消
費
生

活
展
」
を
開
催
。

▼
昨
年
に
引
き
続
き
中
小
企
業
向

け
小
口
資
金
融
資
な
ど
の
利
子
補

給
率
を
引
上
げ
て
実
施
。

５ 

は
ぐ
く
み

明
日
の
八
潮
を
担
う

人
づ
く
り
環
境
の
形
成

▼
12
月
20
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で

の
間
、
資
料
館
で
、「
昔
遊
び
ツ

ア
ー
」
な
ど
、
昔
の
生
活
文
化
を

学
ぶ
体
験
講
座
を
開
催
。

▼
12
月
25
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

八
潮
こ
ど
も
夢
大
学
の
修
了
式
を

行
い
、
33
人
に
修
了
証
書
を
授
与
。

▼
１
月
10
日
、
八
幡
公
民
館
で
、

人
権
講
座
「
私
は
サ
ギ
に
だ
ま
さ

れ
な
い
！
」
を
、
２
月
７
日
、
八

條
公
民
館
で
、「
冬
の
星
空
観
望

会
」
を
開
催
。

▼
１
月
11
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
２
月
７

日
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

▼
１
月
11
日
・
12
日
、
八
幡
図
書

館
で
、「
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま

り
会
」
を
、
１
月
10
日
か
ら
12
日

ま
で
の
間
、
八
條
図
書
館
で
、「
本

の
福
袋
」
を
開
催
。

▼
１
月
12
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

成
人
式
を
開
催
し
、
619
人
が
参
加
。

▼
１
月
20
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で

の
間
、
携
帯
電
話
・
テ
レ
ビ
・
ゲ

ー
ム
機
を
使
用
し
な
い
日
を
各
小

中
学
校
で
１
日
設
定
し
、
今
年
度

３
回
目
の
「
ノ
ー
デ
イ
」
を
実
施
。

▼
１
月
25
日
、「
第
50
回
八
潮
市

内
一
周
駅
伝
大
会
」
を
開
催
。

▼
１
月
27
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

の
間
、
資
料
館
開
館
25
周
年
記
念

事
業
企
画
展
「
八
潮
の
御お

鷹た
か

場ば

」

を
開
催
。

▼
１
月
31
日
か
ら
２
月
２
日
ま
で

の
間
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館
で
、

生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座
の
合
同

作
品
展
を
開
催
。

▼
１
月
31
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

や
し
お
市
民
大
学
大
学
院
の
研
究

発
表
会
を
、
２
月
14
日
、
や
し
お

市
民
大
学
２
学
年
に
よ
る
自
主
研

究
発
表
会
を
開
催
。

▼
２
月
７
日
、
や
し
お
生
涯
楽
習

館
で
、「
市
民
活
動
と
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
生
涯
学
習
ま
ち

づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

▼
２
月
24
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
小
中
一
貫
教
育
合
同
報
告
会
」

を
開
催
。

▼
２
月
28
日
、
や
し
お
市
民
大
学

お
よ
び
大
学
院
の
卒
業
証
書
・
修

了
証
書
授
与
式
を
行
い
、
や
し
お

市
民
大
学
を
19
人
が
卒
業
、
同
大

学
院
を
５
人
が
修
了
。

６ 

す
い
し
ん

市
民
に
開
か
れ
た
計
画
的

な
行
政
推
進
体
制
の
形
成

▼
１
月
15
日
、
市
内
す
べ
て
の
公

共
施
設
の
運
営
実
態
や
利
用
状
況
、

維
持
管
理
費
用
な
ど
を
整
理
し
た

「
八
潮
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
白
書
」
を
公
表
。

▼
１
月
29
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

八
潮
市
表
彰
規
則
に
基
づ
き
市
政

に
功
労
の
あ
っ
た
25
人
を
表
彰
。

▼
官
民
協
働
事
業
と
し
て
、
市
の

行
政
情
報
な
ど
を
掲
載
し
た
「
や

し
お
市
民
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
、
市
内
全
世
帯
に
配
布
。

新
設
工
事
な
ど
を
５
件
、
１
月
27

日
か
ら
２
月
26
日
ま
で
の
間
、
配

水
管
工
事
に
伴
う
舗
装
復
旧
工
事

を
２
件
、
12
月
22
日
、
設
計
業
務

を
１
件
発
注
。

▼
１
月
26
日
か
ら
２
月
３
日
ま
で

の
間
、
中
央
浄
水
場
配
水
施
設
更

新
に
関
す
る
工
事
を
２
件
、
２
月

24
日
、
施
工
監
理
業
務
を
１
件
発

注
。
ま
た
、
浄
配
水
場
な
ど
の
適

正
な
機
能
維
持
を
図
る
た
め
、
１

月
19
日
、
修
繕
工
事
を
１
件
、
２

月
23
日
、
検
査
業
務
を
１
件
発
注
。

▼
１
月
27
日
、
災
害
発
生
時
に
給

水
タ
ン
ク
な
ど
を
運
搬
す
る
た
め

の
ク
レ
ー
ン
付
き
車
両
を
購
入
。

災害時などにも使用する
クレーン付き車両

２ 

や
す
ら
ぎ

心
や
す
ら
ぐ
安
全
な

 

生
活
環
境
の
形
成

▼
１
月
16
日
、
群
馬
県
み
ど
り
市

と
、「
災
害
時
に
お
け
る
み
ど
り

日
に
埼
玉
県
知
事
に
対
し
、
要
望

活
動
を
実
施
。

▼
１
月
30
日
、
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
が
施
行
し
て
い
た
、

八
潮
南
部
中
央
一
体
型
特
定
土
地

区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
の
公

告
に
伴
い
、
１
月
31
日
、
同
区
域

内
の
住
所
を
大
瀬
一
丁
目
か
ら
六

丁
目
お
よ
び
茜
町
一
丁
目
に
変
更
。

▼
２
月
３
日
、
東
武
バ
ス
セ
ン
ト

ラ
ル
株
式
会
社
に
対
し
、
増
便
や

ル
ー
ト
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て

要
望
活
動
を
実
施
。

▼
２
月
16
日
、
首
都
圏
新
都
市
鉄

道
株
式
会
社
に
対
し
、
東
京
駅
へ

の
延
伸
お
よ
び
八
潮
駅
へ
の
快
速

列
車
の
停
車
な
ど
に
つ
い
て
要
望

活
動
を
実
施
。

▼
12
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
間
、

水
路
環
境
の
改
善
お
よ
び
効
果
的

な
内
水
排
除
を
図
る
た
め
、
業
務

委
託
を
１
件
、
工
事
を
２
件
発
注
。

▼
12
月
22
日
か
ら
２
月
10
日
ま
で

の
間
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
推

進
す
る
た
め
、
実
施
設
計
な
ど
の

業
務
委
託
を
10
件
、
工
事
を
１
件

発
注
。

▼
平
成
27
年
１
月
末
に
お
け
る
有

収
水
量
は
、
818
万
７
５
２
８
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
前
年
同
期
と
比
較

し
、
７
万
１
５
２
８
立
方
メ
ー
ト

ル
の
減
少
。

▼
水
道
料
金
の
調
定
額
は
、
15
億

５
０
５
４
万
円
で
、
前
年
同
期
と

比
較
し
、
消
費
税
抜
き
で
１
２
５

３
万
円
の
減
少
。

▼
12
月
24
日
か
ら
２
月
26
日
ま
で

の
間
、
配
水
管
布
設
替
え
お
よ
び

施
政
方
針
お
よ
び
市
政
の
執
行
状
況

施
政
方
針
お
よ
び
市
政
の
執
行
状
況



（6）No.773広報 平成27年（2015年）4月10日

腹日時・期間　複場所　覆対象　淵内容　弗持ち物　払定員　沸費用　仏申し込み　物問い合わせ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

案
内
案
内
案
内

八
潮
市
食
育
推
進
計
画「
ハ

ッ
ピ
ー
こ
ま
ち
ゃ
ん
食
育

プ
ラ
ン
改
訂
版
」
を
策
定

食
育
を
通
し
た
市
民
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
、
八
潮
市
食
育
推
進
計
画
「
ハ
ッ
ピ

ー
こ
ま
ち
ゃ
ん
食
育
プ
ラ
ン
改
訂
版
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

役
所
（
８
４
０
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
）、

市
内
公
共
施
設
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

計
画
の
概
要
版
は
、
市
内
小
中
学
校
の
児

童・生
徒
を
通
じ
て
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
995
・
３
３
８
１

屋
外
広
告
物
に
よ
る
危
害
の
防

止
お
よ
び
情
報
提
供
の
お
願
い

２
月
15
日
に
、
札
幌
市
に
お
い
て
ビ
ル

の
壁
面
に
設
置
さ
れ
た
屋
外
広
告
物
の
一

部
が
落
下
し
、
近
く
を
歩
い
て
い
た
方
に

当
た
り
重
症
と
な
る
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。屋

外
広
告
物
は
、
そ
の
設
置
や
管
理
が

適
正
に
行
わ
れ
な
い
と
、
倒
壊
や
落
下
に

よ
り
思
わ
ぬ
災
害
を
招
き
ま
す
。

屋
外
広
告
物
を
掲
出
し
て
い
る
方
は
、

定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
、
老
朽
化
に
よ

る
倒
壊
、
落
下
な
ど
の
恐
れ
の
あ
る
も
の

は
、
速
や
か
に
撤
去
、
改
修
な
ど
の
適
切

な
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、
常
に
安
全
性
を

図
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
に
よ
る
倒
壊
、
落
下
な

ど
の
恐
れ
の
あ
る
屋
外
広
告
物
を
見
か
け

た
方
は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

物
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
☎
焚
３
４
６

パ
ス
ポ
ー
ト
受
取
窓
口
の
お
休
み

腹
５
月
３
日
㈷

物
駅
前
出
張
所
パ
ス
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
☎

932･
８
０
１
０

八
潮
メ
セ
ナ
と
八
潮
メ
セ

ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
（
駅
前

分
館
）
の
臨
時
休
館

腹
５
月
３
日
㈷
〜
６
日
㈬

物
八
潮
メ
セ
ナ
☎
998･

２
５
０
０

住
宅
用
省
エ
ネ
設
備
と
ゼ
ロ
エ
ネ

ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
へ
の
補
助
を
交
付

覆
住
宅
に
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
ヘ
ム
ス
）を
設
置
し
、

併
せ
て
、エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
、太
陽
熱
、地
中
熱
、

蓄
電
池
、電
気
自
動
車
充
給
電
設
備（
Ｖ
２

Ｈ
）の
い
ず
れ
か
１
つ
以
上
を
設
置
す
る
方

補
助
額　

▼
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
１
件
に
つ
き
２
万

円
▼
他
の
設
備
１
件
に
つ
き
５
万
円
▼
高

効
率
給
湯
、
高
効
率
空
調
、
高
断
熱
外
皮

な
ど
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
の
た
め
の

設
備
導
入
・
工
事
に
対
し
て
、
１
件
に
つ

き
50
万
円

※
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
＝
住
宅
の
太
陽
光
発
電
や
蓄

電
池
、
家
電
な
ど
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
管
理
で
き
る
設
備

※
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
＝
高
効
率
設

備
、
高
断
熱
建
材
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
、
住
宅
の
年
間
の
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
が
正
味
（
ネ
ッ
ト
で
）
ゼ
ロ

と
な
る
住
宅

物
県
温
暖
化
対
策
課
☎
048･

830･

３
０
４
２

公
益
信
託
高た

か

橋は
し

保や
す

蔵ぞ
う

八
潮

市
交
通
遺
児
奨
学
基
金

覆
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▼
市
内
に
居
住
す
る
方
の
子
ど
も
で
両
親

ま
た
は
父
母
の
一
方
が
交
通
事
故
を
起
因

と
し
て
死
亡
し
、
残
さ
れ
た
遺
児
▼
学
校

（
幼
稚
園
を
除
く
）
ま
た
は
専
修
学
校
の

高
等
課
程
、
も
し
く
は
専
門
課
程
に
在
学

す
る
方

奨
学
金　

月
額
７
０
０
０
円
〜
３
万
円

※
返
還
義
務
な
し

仏
三
井
住
友
信
託
銀
行
リ
テ
ー
ル
受
託
業

務
部
公
益
信
託
グ
ル
ー
プ
（
公
益
信
託
高

橋
保
蔵
八
潮
市
交
通
遺
児
奨
学
基
金
受
託

者
☎
03
・
５
２
３
２
・
８
９
１
０
）
へ

物
教
育
総
務
課
☎
焚
３
６
１

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処

理
に
は
登
録
が
必
要
で
す

県
内
の
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
（
ト
ラ

ン
ス
・
コ
ン
デ
ン
サ
な
ど
）
は
、
中
間
貯

蔵
・
環
境
安
全
事
業
㈱
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）

東
京
事
業
所
が
処
理
先
で
、
事
前
に
登
録

が
必
要
で
す
。
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６

カ
月
間
に
登
録
す
る
と
、
処
理
料
金
が
３

パ
ー
セ
ン
ト
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

覆
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
ト
ラ
ン
ス
・
コ

ン
デ
ン
サ
な
ど
の
電
気
機
器
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
油

類

沸
１
台
２
０
０
０
円

仏
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
㈱
東
京
事

業
所
営
業
課
（
☎
03･

５
７
６
５･

１
９
２

７
）
へ

物
県
産
業
廃
棄
物
指
導
課
☎
048
・
830
・
３

１
３
５

埼
玉
と
う
ぶ
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

就
労
出
張
相
談

働
く
意
思
が
あ
り
な
が
ら
「
内
定
が
も

ら
え
な
い
」「
退
職
後
ブ
ラ
ン
ク
が
で
き

て
し
ま
っ
た
」
な
ど
、
働
く
こ
と
に
関
し

て
悩
み
を
抱
え
て
い
る
若
者
や
、
そ
の
家

族
の
相
談
を
専
門
の
相
談
員
が
受
け
ま
す
。

腹
毎
月
第
３
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
※
要
申
し
込
み

複
ゆ
ま
に
て

覆
15
〜
39
歳
の
本
人
と
そ
の
家
族

沸
無
料

仏
埼
玉
と
う
ぶ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
☎
048
・
614
・
６
７
９
０
）
へ

物
商
工
観
光
課
☎
焚
２
７
４

　

第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会
で
、教
育
委
員
会
教
育
長
、教
育
委
員
会
委

員
の
選
任
案
が
同
意
さ
れ
、４
月
１
日
付
で
、次
の
方
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

石い
し

黒ぐ
ろ　

貢み
つ
ぐ　

氏

　
　
（
任
期　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

並な
み

木き　

利と

美み

子こ　

氏

　
　
（
任
期　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
）

加か

藤と
う　

正ま
さ

道み
ち　

氏

　
　
（
任
期　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日
）

朝あ
さ

稲い
な　

康や
す

秀ひ
で　

氏

　
　
（
任
期　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日
）

木き
の

下し
た　

史ふ
み

江え　

氏

　
　
（
任
期　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
）

　

第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会
で
副
市
長
の
選
任
案
が
同
意
さ
れ
、斎
藤
順
一

前
副
市
長
の
後
任
と
し
て
４
月
１
日
付
で
、次
の
方
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

副
市
長
の
任
命

（
新　

任
）
宇う

田だ

川が
わ　

浩こ
う

司じ　

氏

　
　
（
任
期　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
）

　八潮メセナでは、 8月～ 10月に改修工事を予定しています。
　工事期間中は、ホールの貸し出しを中止します。
　その他の部屋は利用できますが、全館で大きな作業音が予想されるた
め、利用の目的・内容によっては支障があると思われますので、予約方
法を一部変更します。

曜日 区分 申込先

火～土曜日
午前（午前 9時～正午）
午後（午後 1時～ 5時）

八潮メセナ窓口のみ
（受付＝午前 9時~午後 7時30分）

夜間（午後 6時～ 9時30分）
八潮メセナ窓口またはまんまる
予約（通常どおり）日曜日

午前（午前 9時～正午）
午後（午後 1時～ 5時）
夜間（午後 6時～ 9時30分）

物八潮メセナ☎９９８－２５００

八潮メセナのホール貸出中止および
施設の予約方法の変更について

おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

　本市を含む県東部で構成する埼葛郡市市町では、さまざまな人権問題
の解決に向け連携して人権教育・啓発活動を実施しています。
　その一環として、毎年 4月を「埼葛えせ同和行為対策強化月間」と定め、
同和問題の解決の妨げとなっている「えせ同和行為の排除」を呼びかけ
ています。

「えせ同和行為」とは
　個人、企業、行政機関などに対して、同和問題の解決に努力している
ように装い「高額な図書の購入強要」や「寄付金・賛助金の強請」など、「ゆ
すり」・「たかり」などをすることです。
　えせ同和行為は、その不当な要求自体が人権侵害ですが、同時に企業
や行政機関のみならず、国民の間に、同和問題に対する誤った意識を植
えつけ、新たな偏見や差別意識を生む大きな要因となっています。
　これは、同和問題解決のために多くの人々が積み重ねてきた啓発活動
や人権教育の効果を一挙に覆す許されない行為です。

えせ同和行為は断固拒否しましょう
　えせ同和行為者が、激しい言葉で不当な要求をしてきても、断固とし
て拒否をし、終始き然とした態度で対応しましょう。
　その場しのぎの安易な妥協は相手に期待を抱かせることになり、結果
として同和問題の解決を遅らせることになります。
※同和問題とは、「同和地区に住んでいる」あるいは「同和地区に生まれた」
という理由で、結婚や就職、日常生活などの面で差別を受けるという問
題です。　
　これは憲法が保障する「基本的人権」の侵害であり、日本の歴史の中
で生み出されたわが国固有の重大な人権問題です。
物人権・男女共同参画課☎焚８１１、社会教育課☎焚３６５

えせ同和行為を排除しましょう
―埼葛えせ同和行為対策強化月間―

＜予約方法＞
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